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鏡面の角度調整のしかた

格納のしかた

エンジンスイッチがACCまたは、ＯＮのときに調整と格納ができます。

ミラーの向きを調整する

緑色（点灯）

橙色（点滅）

車両の異常が考えられ
ます。直ちにスバル販売
店にご連絡ください。 緑色（高速点滅）

ハンドルロックが解除
されていません。

ブレーキペダル
をしっかり踏む

エンジンをかける（プッシュエンジンスイッチの場合　　）５
プッシュエンジン
スイッチを押す

エンジンが始動

フロントシート

シートを調整する

ヘッドレスト調整

スライド調整
（前後位置の調整）

リクライニング調整

アクセスキーが作動しないときは・・・
電波ノイズの影響または電池切れが考えられます。
再度操作しても作動しないときは、メカニカルキーでの操作も
可能です。キーの電池の消耗・故障の場合は、スバル販売店に
ご相談ください。

詳細は、
P.１８ 「こんなときは」を
ご覧ください。

各部の名称と使い方基本操作 こんなときは表示灯・警告灯

2 3

鍵を開ける（アクセスキーの場合　　）1

２

４
または、

次のようなときは・・・

高さ調整（運転席のみ）

３
レバーを押し下げる。
ハンドルを上下に動かし適切な位置に調整
する。
レバーを引き上げ固定する。
※ハンドルが固定されたことを確かめてください。

ハンドルの位置を調整する

3

1
2

3

2

一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

Quick User’s Guide

アクセスキーを携帯し、ドアハンドル
のリクエストスイッチを押す。

1

左右のミラーを同時に格納、通常の使用位置に復帰。

ミラーを選ぶ：
ノブを調整する側にまわす。

角度を調整する：
ノブを上下左右に動かす。

レバー 

便利な 機能

START!

Quick User’s Guide

固定 解除

を押す。

1

2

電波式リモコンドア
ロック装備車

キーレスアクセス
装備車

オート作動
中立の位置にすると、
自動に格納。

マニュアル作動
格納1 復帰2
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メーター内作動灯



メーター内作動灯



詳細は P.１４「便利な機能」
をご覧ください。 詳細は P.１4「便利な機能」をご覧ください。

ボンネットを開けるときは、オープナーを
手前に引いてください。

ボンネットオープナー

フロント

ワイパー・ウォッシャースイッチ ライティングスイッチ/フォグランプ
スイッチ

■パッシング（合図）
レバーを手前に引いている間、ヘッドランプは
上向きに点灯します。

夜間の雨、霧のような天候のときに使用してください。

下向き（ロービーム）：レバーを元に戻す

■ヘッドランプの上下を切り替える
上向き（ハイビーム）：レバーを前に押す

■ウォッシャー液の噴射
レバーを手前に引くと、ウォッシャー液が噴射
し、ワイパーが低速作動

TFT カラーマルチインフォ
メーションディスプレイ
車両や走行の状態に関するさ
まざまな情報をメーターのディ
スプレイ部に表示します。

マルチインフォメーションディスプレイ
外気温や走行に関するさまざまな情報
を表示します。

■ウォッシャー液の噴射
レバーを押すと、ウォッシャー液が噴射

メーター内表示灯

TFTカラーマルチインフォメーション
ディスプレイ

マルチインフォメーションディス
プレイ

9

各部の名称と使い方基本操作 こんなときは表示灯・警告灯便利な 機能

メーター内
表示灯

前照灯、車幅灯、
番号灯、尾灯

車幅灯、番号灯、尾灯

自動点灯、消灯

間欠作動

低速作動

高速作動

停止

一時作動

一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

リヤ

「LOCK」側にすると、車内からはリヤドアを
開けられません。

ライティングスイッチ

フォグランプスイッチ

Quick User’s Guide Quick User’s Guide

チャイルドプルーフ（リヤドア）

OFF
AUTO

AUTO

：

：

：

：

：

約４秒間低速
作動後、間欠作動

（ON）

OFF

メーター内表示灯

低速作動：

：

停止：

レバー

ハイビームアシストは
P.１２「便利な機能」をご覧ください。

8
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各部の名称と使い方基本操作 こんなときは表示灯・警告灯便利な 機能
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ピピピッ

スマートアシスト
作動灯

スマートアシスト
作動灯

マスター
ウォーニング
が点灯

ピピピピピ・・・

ピピピピピ・・・

3m以上
先行車発進

スマートアシスト
作動灯

ピピピッ

先行車

スマートアシストⅢ

10 11

各部の名称と使い方基本操作 こんなときは表示灯・警告灯
一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

便利な 機能

Quick User’s Guide Quick User’s Guide

衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）

●被害軽減ブレーキアシスト

衝突警報機能（対車両・対歩行者）
次の場合に、ブザーとメーター表示で運転者に注意をうながします。

スマートアシストⅢは、次の機能によって運転者を補助し、安全で快適なドライブを支援します。

スマートアシストⅢは認識性能・制御性能に限界があります。
運転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。
ご使用の前には必ず取扱説明書をお読みください。

スマートアシスト
作動灯

次の場合に、ブザーとメーター表示で注意をうながし衝突の直前で緊急ブレーキが作動して、衝突
回避を支援、あるいは衝突被害の軽減に寄与します。
◉車速が約4～80km/hで走行中、前方車に対し自車との速度差が約4～80km/hで衝突のおそれがあるとき。
◉車速が約 4～50km/hで走行中、前方の歩行者に対し自車との速度差が約 4～50km/hで衝突のおそれがあ
るとき。

緊急ブレーキ作動中、次の場合にブレーキ
ペダルを踏み込むと、踏んだ以上の制動力
で減速をアシストします。
◉車速が約30～80km/hで走行中、前方車に対
し自車との速度差が約 30～80km/h で衝突
のおそれがあるとき。
◉車速が約30～50km/hで走行中、前方の歩行
者に対し自車との速度差が約 30～50km/hで
衝突のおそれがあるとき。

マスター
ウォーニングが
点灯

ピピピピピ・・・ ピピピピピ・・・

◉車速約 4～100km/hで走行中、前方車に対し自車との速度差が
約 4～100km/hで衝突のおそれがあるとき。
◉車速が約 4～50km/h で走行中、前方の歩行者に対し自車との
速度差が約 4～50km/hで衝突のおそれがあるとき。

・衝突警報機能（対車両・対歩行者）　・衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）
・誤発進抑制制御機能（前方・後方）　・車線逸脱警報機能　 ・先行車発進お知らせ機能  
・ハイビームアシスト

STOP!

誤発進抑制制御機能（前方・後方） 

■ 前方

前方または後方に障害物を認識している場合、停車または徐行（車速約10km/h 以下）状態で、ペダルの
踏み間違いなどにより必要以上にアクセルペダルが踏み込まれたとシステムが判断したときに、運転者へ
の警報とエンジン出力の抑制制御をして、発進をゆるやかにすることで衝突時の被害を軽減します。

前方約 4m 以内に障害物
を認識している場合に作
動します。

■ 後方
後方約２～３m 先までの障害物を
認識している場合に作動します。

先行車発進お知らせ機能
先行車に続いて停車中（車間距離が約10m以内、かつ自車がしばらく停車中）、先行車が発進して
約 3m 以上進んでも自車が発進しないとシステムが判断したときにブザーとメーター表示で運転
者にお知らせします。

スマートアシスト
OFF表示灯
（点灯）

・衝突警報機能（対車両・対歩行者）
・衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）
・誤発進抑制制御機能（前方・後方）
・先行車発進お知らせ機能

スマートアシスト
OFFスイッチ

約２秒以上押し続ける
↓次の機能が停止します。

スマートアシストⅢの機能を停止するには
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VDC＆TRC

13

各部の名称と使い方基本操作 こんなときは表示灯・警告灯
一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

便利な 機能

VDC作動表示灯

VDC＆TRC作動中

（点滅）

Quick User’s Guide Quick User’s Guide12

詳細は、取扱説明書「お車を運転するにあたって -VDC&TRC-」をご覧ください。

急激なハンドル操作
滑りやすい路面での旋回時の横滑り
滑りやすい路面での発進時の際　などで
システムが作動すると・・・

詳細は、取扱説明書「お車を運転するにあたって -スマートアシストⅢ-」をご覧ください。 

VDC（ビークルダイナミクスコントロール）は、急激なハンドル操作や滑りやすい路面での旋回時の
横滑りなどを抑制して、車両の安定性を確保しようとするシステムです。

TRC（トラクションコントロール）は、滑りやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、
駆動力を確保しようとする装置です。

●VDC＆TRC OFF スイッチ

VDC＆TRC 
OFFスイッチ

ぬかるみや砂地、雪道などからの脱出するとき、VDCやTRCが作動していると脱出しにくい場合が
あります。このようなときはVDC＆TRCの機能を“OFF”にしてください。

◉TRCを“OFF”にする

VDC＆TRCの機能を停止するには

TRC OFF 表示灯
が点灯

押す
TRC OFF 表示灯
VDC OFF 表示灯 
が点灯

３秒以上押す
◉TRCとVDCを“OFF”にする

車線逸脱警報機能

ハイビームアシスト

ステレオカメラが左右の白線または黄線を認識し、車速が約 60km/h 以上で運転者が意図せず走
行車線から逸脱する可能性があるとシステムが判断したときに、ブザーとメーター表示で運転者に
注意を促します。

ピピピピッ
ピピピピッ

車線逸脱警報
作動灯

スマートアシスト
OFFスイッチ

押す
車線逸脱警報 OFF
表示灯（点灯）

車線逸脱警報機能を停止するには

■ハイビームアシストの使いかた
①　AUTOまたは　　の位置にする。
②　レバーを前方へ押す。
③　ハイビームアシストスイッチを押す。

②

フロントウィンドゥガラス上部に設置されたステレオカメラにより、対向車、または先行車のランプや
街灯などの明るさを判定し、自動的にハイビームとロービームを切り替えます。

ハイビームアシスト
スイッチ

③

ハイビームアシストが作動すると・・・

ハイビームアシスト作動灯
が点灯

①

車線逸脱警報機能が“OFF”になると、
表示灯が点灯し、ブザーが鳴ります。

ステレオ
カメラ
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VDC＆TRC

13

各部の名称と使い方基本操作 こんなときは表示灯・警告灯
一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

便利な 機能

VDC作動表示灯

VDC＆TRC作動中

（点滅）

Quick User’s Guide Quick User’s Guide12

詳細は、取扱説明書「お車を運転するにあたって -VDC&TRC-」をご覧ください。

急激なハンドル操作
滑りやすい路面での旋回時の横滑り
滑りやすい路面での発進時の際　などで
システムが作動すると・・・

詳細は、取扱説明書「お車を運転するにあたって -スマートアシストⅢ-」をご覧ください。 

VDC（ビークルダイナミクスコントロール）は、急激なハンドル操作や滑りやすい路面での旋回時の
横滑りなどを抑制して、車両の安定性を確保しようとするシステムです。

TRC（トラクションコントロール）は、滑りやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、
駆動力を確保しようとする装置です。

●VDC＆TRC OFF スイッチ

VDC＆TRC 
OFFスイッチ

ぬかるみや砂地、雪道などからの脱出するとき、VDCやTRCが作動していると脱出しにくい場合が
あります。このようなときはVDC＆TRCの機能を“OFF”にしてください。

◉TRCを“OFF”にする

VDC＆TRCの機能を停止するには

TRC OFF 表示灯
が点灯

押す
TRC OFF 表示灯
VDC OFF 表示灯 
が点灯

３秒以上押す
◉TRCとVDCを“OFF”にする

車線逸脱警報機能

ハイビームアシスト

ステレオカメラが左右の白線または黄線を認識し、車速が約 60km/h 以上で運転者が意図せず走
行車線から逸脱する可能性があるとシステムが判断したときに、ブザーとメーター表示で運転者に
注意を促します。

ピピピピッ
ピピピピッ

車線逸脱警報
作動灯

スマートアシスト
OFFスイッチ

押す
車線逸脱警報 OFF
表示灯（点灯）

車線逸脱警報機能を停止するには

■ハイビームアシストの使いかた
①　AUTOまたは　　の位置にする。
②　レバーを前方へ押す。
③　ハイビームアシストスイッチを押す。

②

フロントウィンドゥガラス上部に設置されたステレオカメラにより、対向車、または先行車のランプや
街灯などの明るさを判定し、自動的にハイビームとロービームを切り替えます。

ハイビームアシスト
スイッチ

③

ハイビームアシストが作動すると・・・

ハイビームアシスト作動灯
が点灯

①

車線逸脱警報機能が“OFF”になると、
表示灯が点灯し、ブザーが鳴ります。

ステレオ
カメラ
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マルチインフォメーションディスプレイ

14 15

各部の名称と使い方 こんなときは表示灯・警告灯
一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

便利な 機能

詳細は、取扱説明書「計器類とスイッチ -メーターのはたらき -」をご覧ください。

Quick User’s Guide Quick User’s Guide

外気温や走行に関するさまざまな情報を表示します。
エンジンスイッチが“ON”のとき、メーター内のODO/TRIP DISPスイッチを押すごとに表示が切
り替わります。

ODO/TRIP 
スイッチ

車両や走行の状態に関するさまざま
な情報をメーターのディスプレイ部
に表示します。
メーター内の ODO/TRIP スイッチ
やハンドルの操作スイッチで、表示
の切り替え、画面の表示設定ができ
ます。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

TFTカラーマルチインフォメーション
ディスプレイ

■操作スイッチ DISPスイッチ /　  スイッチ（上送り）
・ドライブインフォメーションの表示を切り替える。
・メッセージの表示を切り替える。　・表示画面の設定

ODO/TRIP スイッチ /　  スイッチ（下送り）
・ODO/TRIPメーターの表示を切り替える。
・メッセージの表示を切り替える。　・表示画面の設定

ENTERスイッチ
・メッセージ表示する／表示をやめる・表示画面の設定時の選択、決定をする。

基本操作

ODO/TRIP 
DISP スイッチ

アイドリングストップは、エンジン暖機後に信号待ちや渋滞などで減速した際、停車前もしくは停車
後に、燃費向上や排気ガス低減、アイドリング騒音低減のため、自動でエンジンを停止（アイドリング
ストップ）、再始動させるシステムです。

アイドリングストップシステム

ヒルスタートアシストとは、アイドリングストップからブレーキペダルをゆるめてエンジンが再始動
する際、最長約２秒間ブレーキ力を保持するシステムです。
坂道発進時の後退を軽減します。（停車中はブレーキペダルをしっかりと踏み続けてください。）

●ヒルスタートアシスト

坂道でアイドリングストップしていない場合、ヒルホールドシステムが作動します。
ブレーキペダルからアクセルペダルに踏み換えるとき、ブレーキをかけた状態を最長約２秒間保持
します。（停車中はブレーキペダルをしっかりと踏み続けてください。）

●ヒルホールドシステム

ブレーキペダルから足を離す

エンジン再始動

アイドリングストップ表示灯

スタンバイ状態 アイドリングストップ状態

　　のままブレーキペダルを踏む
（点灯） （点灯） （消灯）

D
アイドリングストップが
作動する条件を満たすと
点灯。

アイドリングストップ、エンジンの再始動

アイドリングストップ
OFFスイッチ

アイドリングストップ
機能を停止するには

アイドリングストップ
OFF表示灯が点灯

押す

アイドリング
ストップ！

走行中 停車 エンジン始動

●TFTカラーマルチインフォメーションディスプレイ

●マルチインフォメーションディスプレイ

詳細は、取扱説明書「お車を運転するにあたって
 - アイドリングストップシステム -、-ヒルホールドシステム -」をご覧ください。
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マルチインフォメーションディスプレイ

14 15

各部の名称と使い方 こんなときは表示灯・警告灯
一部グレードのみに装着されている機能・装備には　　マークがついています。

便利な 機能

詳細は、取扱説明書「計器類とスイッチ -メーターのはたらき -」をご覧ください。

Quick User’s Guide Quick User’s Guide

外気温や走行に関するさまざまな情報を表示します。
エンジンスイッチが“ON”のとき、メーター内のODO/TRIP DISPスイッチを押すごとに表示が切
り替わります。

ODO/TRIP 
スイッチ

車両や走行の状態に関するさまざま
な情報をメーターのディスプレイ部
に表示します。
メーター内の ODO/TRIP スイッチ
やハンドルの操作スイッチで、表示
の切り替え、画面の表示設定ができ
ます。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

TFTカラーマルチインフォメーション
ディスプレイ

■操作スイッチ DISPスイッチ /　  スイッチ（上送り）
・ドライブインフォメーションの表示を切り替える。
・メッセージの表示を切り替える。　・表示画面の設定

ODO/TRIP スイッチ /　  スイッチ（下送り）
・ODO/TRIPメーターの表示を切り替える。
・メッセージの表示を切り替える。　・表示画面の設定

ENTERスイッチ
・メッセージ表示する／表示をやめる・表示画面の設定時の選択、決定をする。

基本操作

ODO/TRIP 
DISP スイッチ

アイドリングストップは、エンジン暖機後に信号待ちや渋滞などで減速した際、停車前もしくは停車
後に、燃費向上や排気ガス低減、アイドリング騒音低減のため、自動でエンジンを停止（アイドリング
ストップ）、再始動させるシステムです。

アイドリングストップシステム

ヒルスタートアシストとは、アイドリングストップからブレーキペダルをゆるめてエンジンが再始動
する際、最長約２秒間ブレーキ力を保持するシステムです。
坂道発進時の後退を軽減します。（停車中はブレーキペダルをしっかりと踏み続けてください。）

●ヒルスタートアシスト

坂道でアイドリングストップしていない場合、ヒルホールドシステムが作動します。
ブレーキペダルからアクセルペダルに踏み換えるとき、ブレーキをかけた状態を最長約２秒間保持
します。（停車中はブレーキペダルをしっかりと踏み続けてください。）

●ヒルホールドシステム

ブレーキペダルから足を離す

エンジン再始動

アイドリングストップ表示灯

スタンバイ状態 アイドリングストップ状態

　　のままブレーキペダルを踏む
（点灯） （点灯） （消灯）

D
アイドリングストップが
作動する条件を満たすと
点灯。

アイドリングストップ、エンジンの再始動

アイドリングストップ
OFFスイッチ

アイドリングストップ
機能を停止するには

アイドリングストップ
OFF表示灯が点灯

押す

アイドリング
ストップ！

走行中 停車 エンジン始動

●TFTカラーマルチインフォメーションディスプレイ

●マルチインフォメーションディスプレイ

詳細は、取扱説明書「お車を運転するにあたって
 - アイドリングストップシステム -、-ヒルホールドシステム -」をご覧ください。
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